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		輸出対応減農薬防除体系（令和２年度、農研機構金谷茶業研究拠点内圃場）



		防除時期

		実施日

		対象病害虫

		慣行防除体系

		輸出対応減農薬防除体系



		一番茶

		1〜2月

		2/3,4

		クワシロカイガラムシ

		プルートMC

		同左



		

		3月中旬

		3/6

		カンザワハダニ
チャトゲコナジラミ

		バロックフロアブル

		ダニゲッターフロアブル



		

		

		

		新梢枯死症

		ー

		アミスター20フロアブル



		

		3〜4月

		4/10

		ハマキガ類

		ー

		ハマキコン-N



		二番茶

		一番茶摘採後

		5/20

		カンザワハダニ
サビダニ類

		ガンバ水和剤*

		ー



		

		適期（5月下旬）

		

		ハマキガ類

		ファルコンフロアブル

		ハマキコン-N （4/10設置）



		

		二番茶生育期

		6/3

		新芽加害性害虫

		アクタラ顆粒水溶剤

		コルト顆粒水和剤



		

		

		

		炭疽病

		オンリーワンフロアブル

		フロンサイドSC



		

		二番茶摘採後

		7/2

		炭疽病

		ー

		浅刈り



		三番茶

		適期（７月上旬）

		7/2

		ハマキガ類

		フェニックス顆粒水和剤

		ハマキコン-N （4/10設置）



		

		三番茶萌芽〜開葉期

		7/30,31

		チャノホソガ
チャノキイロアザミウマ
チャノミドリヒメヨコバイ

		アプロードエースフロアブル

		同左



		

		三番茶生育期

		8/4

		チャノキイロアザミウマ
チャトゲコナジラミ等

		ウララDF

		同左



		

		

		

		炭疽病

		インダーフロアブル

		同左（浅刈りの補完）



		

		適期
（8月上〜中旬）

		8/12

		ハマキガ類
チャノキイロアザミウマ

ヨモギエダシャク
チャノホソガ

		ディアナSC

		ハマキコン-N （4/10設置）



		秋芽

		適期

		9/9

		ハマキガ類

		アファーム乳剤

		同左（ハマキコンの補完）



		

		秋芽萌芽〜開葉期

		9/17,18

		チャノミドリヒメヨコバイ
チャノキイロアザミウマ等

		テッパン液剤

		同左



		



		赤：米国の残留基準値が低い薬剤、橙: 米国の残留基準値は低いが減衰が速く米国向けに使用できる薬剤）、青：本プロジェクトの成果にもとづいた防除、緑：既存の代替防除、紫：チャトゲ天敵への影響が強い薬剤、*: 米国の残留基準値が低く、チャトゲ天敵への影響が強い



		輸出対応減農薬防除体系の補完防除薬剤



		

		ハマキガ類、チャノホソガなど

		アファーム乳剤



		

		新芽加害性害虫など

		コテツフロアブル



		

		ハマキガ類など

		BT剤



		

		炭疽病、もち病、

褐色円星病など

		インダーフロアブル

スコア顆粒水和剤



		

		赤焼病、炭疽病など

		ムッシュボルドーDF



		

		赤焼病、輪斑病など

		カスミンボルドー









 



輸出対応減農薬防除体系



（令和２年度、農研機構金谷茶業研究拠点内圃場）



 



防除時期



 



実施日



 



対象病害虫



 



慣行防除



体系



 



輸出対応



減農薬



防除



体系



 



一番茶



 



1



?



2



月



 



2/3,4



 



クワシロカイガラムシ



 



プルート



MC



 



同左



 



3



月中旬



 



3/6



 



カンザワハダニ



 



チャトゲコナジラミ



 



バロックフロアブル



 



ダニゲッターフロアブル



 



新梢枯死症



 



ー



 



アミスター



20



フロアブル



 



3



?



4



月



 



4/10



 



ハマキガ類



 



ー



 



ハマキコン



-



N



 



二番茶



 



一番茶摘採後



 



5/20



 



カンザワハダニ



 



サビダニ類



 



ガンバ



水和剤



*



 



ー



 



適期（



5



月下旬）



 



ハマキガ類



 



ファルコンフロアブル



 



ハマキコン



-



N 



（



4/10



設置）



 



二番茶生育期



 



6/3



 



新芽加害性害虫



 



アクタラ顆粒水溶剤



 



コルト顆粒水和剤



 



炭疽病



 



オンリーワンフロアブル



 



フロンサイド



SC



 



二番茶摘採後



 



7/2



 



炭疽病



 



ー



 



浅刈り



 



三番茶



 



適期（７月上旬）



 



7/2



 



ハマキガ類



 



フェニックス顆粒水和剤



 



ハマキコン



-



N 



（



4/10



設置）



 



三番茶萌芽



?



開葉期



 



7/30,31



 



チャノホソガ



 



チャノキイロアザミウ



マ



 



チャノミドリヒメヨコバイ



 



アプロードエースフロアブル



 



同左



 



三番茶生育期



 



8/4



 



チャノキイロアザミウ



マ



 



チャトゲコナジラミ等



 



ウララ



DF



 



同左



 



炭疽病



 



インダーフロアブル



 



同左（浅刈りの補完）



 



適期



 



（



8



月上



?



中旬）



 



8/12



 



ハマキガ類



 



チャノキイロアザミウ



マ



 



ヨモギエダシャク



 



チャノホソガ



 



ディアナ



SC



 



ハマキコン



-



N 



（



4/10



設置）



 



秋芽



 



適期



 



9/9



 



ハマキガ類



 



アファーム乳剤



 



同左（ハマキコンの補完）



 



秋芽萌芽



?



開葉期



 



9/17,18



 



チャノミドリヒメヨコバイ



 



チャノキイロアザミウ



マ等



 



テッパン液剤



 



同左



 



 



赤



：米国の残留基準値が低い薬剤



、



橙



: 



米国の残留基準値は低い



が



減衰が速く米国向けに使用できる薬剤）、



青



：本プロジェクトの



成果にもとづいた防除、



緑



：既存の代替防除、



紫



：チャトゲ天敵へ



の影響が強い薬剤



、



*: 



米国の残留基準値が低く、チャトゲ天敵へ



の影響が強い



 



 



輸出対応



減農薬防除体系の



補完防除薬剤



 



ハマキガ類、チャノホソガな



ど



 



アファーム乳剤



 



新芽加害性害虫など



 



コテツフロアブル



 



ハマキガ類など



 



BT



剤



 



炭疽病、もち病、



 



褐色円星病など



 



インダーフロアブル



 



スコア顆粒水和剤



 



赤焼病、炭疽病など



 



ムッシュボルドー



DF



 



赤焼病、輪斑病など



 



カスミンボルドー



 






 


輸出対応減農薬防除体系（令和２年度、農研機構金谷茶業研究拠点内圃場） 


防除時期 実施日 対象病害虫 


慣行防除体系 輸出対応減農薬防除体系 


一番茶


 


1?2月 2/3,4 クワシロカイガラムシ プルートMC 同左 


3月中旬 3/6 


カンザワハダニ 


チャトゲコナジラミ 


バロックフロアブル ダニゲッターフロアブル 


新梢枯死症 ー アミスター20フロアブル 


3?4月 4/10 ハマキガ類 ー ハマキコン-N 


二番茶


 


一番茶摘採後 


5/20 


カンザワハダニ 


サビダニ類 


ガンバ水和剤* ー 


適期（5月下旬） ハマキガ類 ファルコンフロアブル ハマキコン-N （4/10設置） 


二番茶生育期 6/3 


新芽加害性害虫 アクタラ顆粒水溶剤 コルト顆粒水和剤 


炭疽病 オンリーワンフロアブル フロンサイドSC 


二番茶摘採後 7/2 炭疽病 ー 浅刈り 


三番茶


 


適期（７月上旬） 7/2 ハマキガ類 フェニックス顆粒水和剤 ハマキコン-N （4/10設置） 


三番茶萌芽?開葉期 7/30,31 


チャノホソガ 


チャノキイロアザミウ


マ 


チャノミドリヒメヨコバイ 


アプロードエースフロアブル 同左 


三番茶生育期 8/4 


チャノキイロアザミウ


マ 


チャトゲコナジラミ等 


ウララDF 同左 


炭疽病 インダーフロアブル 同左（浅刈りの補完） 


適期 


（8月上?中旬） 


8/12 


ハマキガ類 


チャノキイロアザミウ


マ 


ヨモギエダシャク 


チャノホソガ 


ディアナSC ハマキコン-N （4/10設置） 


秋芽


 


適期 9/9 ハマキガ類 アファーム乳剤 同左（ハマキコンの補完） 


秋芽萌芽?開葉期 9/17,18 


チャノミドリヒメヨコバイ 


チャノキイロアザミウ


マ等 


テッパン液剤 同左 


 


赤：米国の残留基準値が低い薬剤、橙: 米国の残留基準値は低い


が減衰が速く米国向けに使用できる薬剤）、青：本プロジェクトの


成果にもとづいた防除、緑：既存の代替防除、紫：チャトゲ天敵へ


の影響が強い薬剤、*: 米国の残留基準値が低く、チャトゲ天敵へ


の影響が強い 


 


輸出対応減農薬防除体系の補完防除薬剤 


ハマキガ類、チャノホソガな


ど 


アファーム乳剤 


新芽加害性害虫など コテツフロアブル 


ハマキガ類など BT剤 


炭疽病、もち病、 


褐色円星病など 


インダーフロアブル 


スコア顆粒水和剤 


赤焼病、炭疽病など ムッシュボルドーDF 


赤焼病、輪斑病など カスミンボルドー 



